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11* Amblyiulus sp. ? は jima J, 

Among the above no. 5 and no. 9 have been recorded by the late Dr. K- 
W. Verhoeff while no. 8 was identified basing on two males brought back 
れ om Oshima Island by Mr. Shinohara. Asterisks are given to species new to 
the fauna of this area. 


サソリ研究ノート 

窩島春 雄 

财 Sh 热人曲階鳥類硏编所 


1 巧中隆巧巧を憶う 

ネムが戰時中，東京文理大動物擧敎窒でサソリの勉强をやつていた睹東大理 
擧部動物擧敎窒じ巧中隆巧という大擧を出て間もない御ホがいて，陸軍の萎試: 
のような形でサソリの毒性を中,じ、じサソリ綠讓というような御を纏めることに、 
なもおじ敬意を表しにやつて來られた0その頃ミホ高荒巧が毒蛇を受持ち西中 
巧がサソリを膳當ずることじなつたらしい0 H 中巧は頭腦明晰な上に學問熱也 
で，諸た献を涉織してをの綜說の稿を進めておられた。おは穂-本をみけて上げ 
たち 义献をお貸ししたらしているうち，前から化のあつたらしい呼吸器疾患が 
厨じて巧诚病ホの人となつた。今私の手許には同氏からの昭ネロ 18 年 6 戶] 23 日附 
の書信が殘つているがをれじは「ホが惡いために一日の中で仕事の出來る時閒 
とをつては一時潮もない化でをく弱つ r 居 b ます J とある 0 まさかと思つてい 


つまらぬこと； e あつても霉き殘して淡曰の備忘とずるのえ’：自他の爲であるよろに思 
うのでを々の事柄をこの遊下に綴る0 - 
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たのに同年 9 巧 30 日午前11時6分永！}おという黑枠の通知を頂いて愕き月.つ悲し 
んだ〇幸にもその槪說は部厚な原稿として殘つた 0 この儘堪もれるのはか体な 
いと巧の舉灰出下膊号巧が私の所に持つて巧られ，私は山下巧の友情を轉く思 
い通識して多か補筆した!）して.お返しした 0 これが目 P 刷されることは大いに擧 
巧を婢攝ナるがらをの日を待ちあぐんでいたがをの後を々とが;规の變化じ左右 
されて（が刷事淸の憩化）結局 r 科擧南洋」の第16號だかに載ることじならをれ 
も 途中で兵火の爲原稿燒失•控えもないこと、てこの勞作は永遠に巧！もれてし 
まつた 0 

この 墳が圆巧中巧を憶い出し渡し さに 堪えず をの 御興福を祈つた 0 
2ミクロネシアの蜗 

C. Fr 民 oewer が1943年じ Urodacus marianus というのを報ずるまではミク 
ジホシアのサソリは2穂き！）で，其等は何れもいわゆる Indo-Australian Region 
に弘くみホしミクロホシアの動输搁じ何等の特辣徑を與えるものではない0 2 
趣共ミク 。ホ シアのを群幕に蠻見されるようで，それも元ホはいなかつたのが 
後に人爲的じ移されをの儘招つ爹じなつたのかも知れない0 marianus を加えた 


3® はホのようじ識別される0 
A 胸おは顯著な5角お 

B 側眼はを側2筒.懒狀器齒數は U な . IJ . marianus 

K 区側跟はを側3 箇.織默潔酷數 なよ〜8 が （多くは6 な） . .. . ヤエ ヤマサ ソリ 

AA 駒板は前ホは3角形を成しで狹まる.側眼は各側3僮.極が器齒數は17〜19枚（多く 

は：18汝） . . . .い…マダラサソリ 


あの直接調をナるを得たミクロネ シア 產サソ リ はが#喜ミ，關口晃一，，が下 
傳吾，高橋敬 S ， 巧解执彌お，高桑な興諸氏の御が意じよるものでマダラサソリ 
6 佩が，ヤェヤマ ザソリ 鉛個体である0もつと多數 0撰 本を II ベたいと思う 0 

3ジャワ產チソリの追記 

195玉年7巧5日山崎輝-巧巧の御厚志じよら東大薇舉部害蟲擧硏究窠じ保をさ 
れるサソリ，サソリモドキの據本1画を辞借して調べることがも來た -0 同巧に 
謝意を捧げる。横本はどちらも乾品で昆蟲操本の如く針で固をしてある〇前回 
農業技術硏究所から拜借したのと同じアオサソリ打がが ometms cyaneus ( C . L . 
Ko 沈）でおの檢ずるを得たが頭目のものである0乾圃された姿は中々宜しい。 
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を彩は七面は-•樣じ帶ホ黑をでチャグロサソリとをく同じで靑をの光澤はをく 
失せていた.测を値は乾固ぶのこと故お確ではないが大体背甲-度14，前腹侵2 
5.5, 後腹良目1，觸鬚轉節長5,同腿節長13••弓，同輕節長16,同掌長13,闻掌福 1 
4ふ同指長が a 义上單が mm ) である 0 本個体は成雄であるが，標本が1箇き 
らで他に比較すべき個体がなかつたり，このようじ乾固して性扉や揃狀器は癒 
清して調帯しようもない時に觸鬚腿節にがける二次性徴は誠に便利で，これに 
氣づいた Gilt がの慧眼に敬意をおさねげならぬ0アオサソリはジャワに普通の 
もので他はボルネオ，スマトブにも産することじなつているが日本じ齋された 
德本はホずジャワ產と看做し T 差支えない’ようである。この據本の來由に關し 
てはをく判らないをうである0同じ頭に收まつているサソリモド辛は之义農業 
技術研究所から借用の標本に同じくジャブサソリモ F キ Thelyphonus caudatus 
( Linn 6 ) の？でおが捻するを得たこの種類の第5番目の標本である 0 本種に就 
いては「ジャワのサソリモト—キ」「ジャワ產サソリの調帶」じ誌して撞いたし别 
じ新細見はない0ジャツの特產ではないがジャブじ普通の種類である0 

このような無緣佛に回向したいのが私のを願である0戶ホを御をじの御ホはど 
うか御通報を乞う。 

4ボルネオの赐 

ボルネオのサゾリは史献に徵するに7廢12麵程あるが韓が自身で檢した穩本 
は チャ ダ ロサソ リ だけで ある0今踐の手許じあるのは 

ユ）‘ •蘭領"ボルネオ產^の乾お 0 これは本誌 vol . vi ， no . 1の表紙じ寫眞をお 
した〇 

2) ボルホオ產と推定される1$ ； U の乾。ロロ（始めは2ろろ2孕窜あつたが今は 
雌锥名 ■! 体が殘つている ） 0 寫眞は本誌 vol . vii ， no •し p . 29じ巧してある 0 

3) B . N . Borneo の Tawau で1938年3巧採集された军乾な 0 
等で他所ので調窗させて貫つたのは 

4) 。ボルホオ產というり標本でその時國立科擧陈物館が領つていたもの〇ろ？ 
の乾ぉ0 

5) ボルネオの Elopura 產で東犬理動物擧敎窒所藏，をの液浸 0 

6) 。英領化ボルホす"產で東京文理大動物擧敎窒所藏，9の液變。 
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の ボル ネオ 產で大部分は Ta 、 vao で採れたらの 0 1 がだけはボルホ.才のどこ 
產であるかす明だがを甘て2ろろ5 9 ?，當時東东高師附鐵中擧校生物標本室 
巧磯，液穫、昭が20年空襲に燒 to 

な—と合せて6 5 a 119 ?に過ぎない 0 ボルホオ產の7屬12極というのは次の 
通らで拙稿「東遮地域の全蠕お」の檢索裝を葱照され、ば屬の識別までは出ホ 

る0 

1 Lydias flavimamis (Thorell, 1888) 

2 L. shelfordi (Bore]ii, 1004) ボルネオを * け 

3 TJroplectes occldeiitaJis Simon, 1876 

4 Jsometriis em'opaeus ル i 打が， 1758) マダラサツリ 

5 Heterometrns loiigimanus longimanus (Herbst, 1800) チャグロサソリ 

6 比 cyaneus (0.Koch, 3 836 ) アホサソリ ボルネオでは巧化部にだけ 

7 Jiocheles australasiae (Fabricius, 1775) 卞 ニヤ マサソリ 

8 h, candicula (T.. Koch, 1877) ^ イムラサソリ 盛種にみけるのならボルネ 

ホからノ、ルマへラ，セレベスに產するのは J" C. weberi (Pocock, 1893 ) である 

9 Parascorpiops raontana Banks, 1928 ボルネオにだけ 

10 Chaerikis celebensis Pocock, 1893 セレベスクシホレサ y リ 

11 C. variegatus Simon, 1877 ミイツクシホレサソリ Kraepelin (J899 ) は 

"Borneo ?" としている 

12 C. laevimanus Pocock, 1899 

4,5,も7, 8はボルネオなタトの地域で採れたもので調燕したことがある0 
5不思議なかソリ 

1951年9巧中甸愛媛大擊た理擧部森川國康巧よら1頭のサソリ標本の送附を 
受けた 0 御來信に據ると7巧下巧の調を飯巧に愛媛縣南宇和部城邊（ジョウへ 
ン）旧 r に到.?）をこの域邊小擧校の擦本中にサソリが4体程あつた;それは大正 
12年 C を）域邊で採れたものということじなつておら半信半疑なのでその內の1 
頭を送る；赛をレて欲しいとの御趣旨であつた〇早速拜見したところキョクト 
ウかソリの5で别に變つた穗鑛ではなく，この サソ リが南夕和郁あた b じ目を 
したら或は曾て移入されてそれが野生化したらしたことは信ぜられぬから’恐 
らく巧かの記猜ちがいで，本當は滿渊かづヒまから®されたものなのであろう0 
森川巧にお手數を謝す0 
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6天のサソリ 

大小十數み盛が大きな S 字/快を形づく！)夏の南の寒で最も立流な巍靡といわ 
れるのに サソリ 座 〔スコルビオ 產）がある 0 この. 堪 座に皮肉をつけ着秘でも着 
せるとサソリの姿に 見える ±いうのでホソリ座の名が輿えられた0おを連ねた 
のを骨路じでも見立て^サソリの繪が論廓に懿かれているのは御存じの題 b で 
あるが， をの 繪 では尾狀の 後腹部が 7 節（ネ愤なら 6 節）になつている。偶々 
興•馬抱影巧の r 捉酿卜^ケ巧」（转骑書を刊）を手に人れて同ホをに異議を申し 
\れたところ「前にも擧—替からをういう巧意を巧けたことがある。念の爲，今， 
巧代からの星圆を調べたところ，7つどころ力、 S つある®さえあ b ， 盛の數から 
事寶を無視しているのだと思つた0やはら里座で大熊や小熊の尾が長いのも同 
じである」との御返事を頂いた 0 步脚の數がをつているのはまだしも幸でをる。 
7广蜡を飼う」の綾篇 

1951 年 8 巧 29 日計らずもん手し爾ホ飼育して來たマダラ サソリ （委細は別稿 
「竭を飼う J じ/おしてある）は食舒を一巧に攝ろうとせず，それがち S らしいが 
9 巧 27 日動かなくなつた0 下 度 30 日間おの所じいた譯である0生時のが哲を記 
載して置こう。背甲巧び前腹は巧黃をの地に不規則な黑鴻色雜がある0後腹部 
はや、淡い巧黃をで節じよ b 大いに黑染されているのもある0最後節(第6節） 
は背甲などと似たをで不規則な黑褐斑がある0義針は燈ホをを帶びる0觸鬚や 
步脚は背巧や前腹部と同をで前ホの節は槪して黑一を，觸鬚では銷を成す第5 
節，第6節共をく黑染されている0背巧の腹廚じ當る部分は槪してや、淸々し 
い感じのする淡黃を。この伽ホはろであるが華.もほぼ同様である0 

1951 年 10 巧 19 目松下傳吾巧から御送前を受けた函の中にマダラサソリが 4 陋 
もいた 0 これはハブイからぶ川空軍基地じ送られて來た資が中に發見されたも 
めであるという0松で巧の御をでは生きていたが私が頂いた時たは絕命してい 
たのは殘念である0資材は鐵板でそれらを穗み重:ねてあつた間の僅かの閒隙中 
じ身ぶ潜めていた0橫濱じ荷操して1箇丹放糧され，をれを立川に運んでほぐ 
した時生きたをで現れた0それをあ下巧が知友から賞い受けたのだという〇測 
をを次に搞げる0 
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摸本番銳 

お 

背甲眞前腹部長 

左二つの合長 
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10 巧 29 H 同じ躬歷の1匹を更にな下巧の御が意じよ！）人手することが巧來た〇 
この分布の沉い巧太いサソリは恐らく日本の他地にも同じような機會じ運ばれ， 
上陸はしているらしいが尘蕾することは先ず不可能と考えられる0今度のはま 
だ成長の餘地ある？で元氣なので飼育していたが130目の 1] 巧8回じ驚れたの 
は憎しかつた0乎厚く葬る代らに各部の測定を巧い液浸標本としてみく保存す 
ることじ した。 前表中の5がそれである.〇 
サソリが密航ををてるのは上記の例からも判るが，戰前昭か13年6巧11口神 
戶入港の并瓣舶部傭舰乾隆丸の中じサソリが見つか！) "^騷ぎじなつたことは， 
當時東京の或る新就で見つけをのをたを本誌第3卷第3號第127贯に轉載して 
糧いた0をれじはまだ同類の多數いるらしい船食內の鐵屑にピクリン酸をかけ 
て退治しているとあつた0近頃大贩の植村茂巧から當時大阪朗日新聞におた記 
事の切拔をおがて頂いたが;' 大架裝の報道ぶらは何れ劣らずで非常識この - t も 
ないが巧目すべきは之等す還の輩の總數が記されていることである0この貨物 
船はバンコックから鉄屑を載せて來たが神戶入港の時鐵屑の閒からサソリが每 I 
い巧して人々を！！かせたのである0 「のをのそ現れ巧たサソリ八匹さらじそれ 
じ酷似のサソリモドキ八十巧がゥデャウデャしてゐるのに倉岡船授け、下びつく 
b 仰、天」とある力、らサ/ノリ（恐らくマダラサソリであつたろう）の他にサソリモ 
ドネの1種が多數替んでいたものらしい0サソリは兎も角サソリモドキはどう 
しては\りをんだのであろう0たつた3巧しか見つからぬのに「さをらの大量 
侵んじは日本でもをくはじめてのことだし上隨でもされたら猛烈な蕃殖力で內 
地を席卷する懸念があるので J 云々は輸率も甚だしい書きホである0 
8サソリをおした郵壊巧手 

19一)1年12巧東京敎宵大孽舉を巧巧重巧巧からサソリをおしてあるォーストリ 
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アの郵便切手1かを頂いた012 グロシュンので 濃綠をの地に左肩の所にサソリを 
白く浮きおさせてある 〇 これは恐ちく クロ ヒメサソリ Euscorpius carpathicus 
( Linne , 176 7) であると想わおる 0 廓大して視ると前腹部や後腹部の關節救も 
おしく描かれていることを知る0巧々じはお馴染のヤエヤマサソリじ一寸似た 


麥である力で，私はこの穂 
别されてある液浸の1頭 
したことはない0コーカ 
てみ布しオーストリアに 
動物切をでも權威者であ 
手のかおを伺つたところ 
マスがとして發巧された 
ン）とホ （24 グロシュン^ 
が少いが，今でもどちら 



サソリを表したホース 
トリアの郵便巧手 


類は國立が擧隙物館に陳 
を見たき b で自身で調お 
サスからみペインじかけ 
も產するサソリである0 
るな崎悚_一;教授じこの切 
「これは I 937 竿のクリス 
もので綠を （12 グロシュ 
の2種があ b 前者のほう 
も容易に人手出ホる〇才 


ーストリがナチスドイツじ合がされる直前に出たもので大戰前のオーストリの 
最後の切手で巧論現行ではない0中央にバラの花を，をの兩側に黃道の星座十 
二宮を描いたものでサソリは勿論頓座を示している C このサソリの審は實じよ 
<出來 r いぶと思う0おの知る限らサソリのついている唯一の切手のようであ 
る」と敎えて頂いた0同博±の博識に更めて敬意を表する次索0 


9 雜 姐 

1951年12巧16日本昆蟲擧倉關東支部例貪•が開かれをの席 t 國な W 物館所藏栗 
ネ瑞見の「栗氏蟲譜」（寫本）をよく薄ることが巧巧た0をの機會を與えられた 
奥村ち一巧:じ謝意を捧げる。この本に巧ているサソリじ關しては私は本誌 V 0 し 
viii ， no . 8 (1943) じ紹かした。面白いのは化海道產ザリガニの幼生をこのサ 
ソリの仲間のようじ著者が考えたことである。圖示されたザリダニの幼巧はサ 
ソリの幼かじよく似たをに描かれている。同じ席で埼玉縣の淸水古壽巧から同 
ををおめられたのは同巧が]947年1巧14巧南部マレー東海岸 Endou で採集さ 
れたもので，他の昆蟲襟本などと共に昆蟲德本箱に收められた乾燥標本であつ 
た0滿モ蓋の上から窺つた限 5) じがて三れはチャグロサソリ2?孚である0 



10 稀けの人サソリ 
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狹聞た一巧：〔驟前はお城醫專敎授，醫擧睐古，今は故人）が靖か18年東京の 
力書房から出された「目然巧學南と北」と趨ずる科舉隨筆や紹巧を苑めた本の 
199貫に「蝶の硏究家としても有をなお京大擊醫擧院長鮑傅±の話では，交那の 
媽はェジブトやイタリヤのものに比し蕃力が弱く，蜗じよって死んだ例を聞い 
たことがないといつてゐた〇しかし樵地じは到る所にゐるので，勢ひ蜡刺症を 
治療する機會が非常に夕いといふことである 0 普通に見る踞は，全長六たンチ 
乃ちたセンチぐらゐのものである力;，嘗て巧南事1牛の際敍壞された山東が督辨 
公歌の修现中，セトセンチにも達ずるち大な聰を捕ったといふ0ここに示した 
寫眞の曠が即ちをれである」とあり一つ前の1船巧にをの寫眞が出ている。こ 
の寫眞が 70 cm の原寸でないこと勿論である 0 何度もおが書いたようじ世界最 
大のサソリというのは西了フ y 力やスダン產の大おサソリ Pandinus imperator 
C . L . Koch で f 本接 17.5 cm じ達するといわれる 0 これな上のぶ物は今口まで擧 
界じ知られていない。「七十センチ」などとは化を常識外れでそのような個体 
の見つかろう等がない 0 示された寫眞はキヨクトウサソリの？であるカス I 實は 
偶がにも私はこれと同じ寫眞を戳後昭ネロ 22年細み操巧から煩いて持っていた 0 
巧の御敎示によると巧の知人が昭和巧を頃化京に出征駐屯していて氏のため 
じ麟\し送って來たものだという0恐らくをの寫眞はおも產として寶ってお!)， 
みとから蜘じ一みとレ、つた人が無理に70 cm のたサソリじ仕立てたものであろ 
う。蓄を狹瑚傳卡が他がされた今日，この正体を確かめようもないが動剔の時 
じは终動概が親れるもの,となえる‘、實例省僻 )0 
H 臺居內生物擧御硏究所所藏サソリおびサソリモドキ類總本目錄 
1932年1巧24日動物を類擧會會員有志に皇居巧じある生物攀卸硏究所の拜觀 
を許され，私もをれじ加わって見學したところ贈下の大きい標本室の戶棚の中 
じサソリやサソリモト•ホの液漬隙ネが幾鶴かあるのを知ら，他日何とかしてこ 
れらを拜見調—がさせて]宵きたいものと念じていた0然多に6巧2日御硏究所の 
服部廣太郎博壬，をの他同所職員のホ々の御厚志じよらこれらを親しく拜見，調 
齋ずるが挺に恵まれたのは-私の深く感寧したところである。拜見街來た據木の 
目錄をみじ褐けるじな0御硏究所を主宰せられる天臺陛下に表ぶ、よ?)の敬寮を 
捧げ妍ホてお鹰誘下さった職員の御右に謝意を裝明するものである0何れも液 
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浸であるが蓋をとつてか!)巧すことは御遠慮せねばならぬので，調雍じす倭が 
あ!)性別を知ることのお來をい場合があつた。調査した麵類は脚鬚目 1 種（サ 

ソリモドキ）：媽目も種（キ ヨクトウサ ソリ，ヒ / モトサソリ， マ ダラサソリ，力 
ホグ。サ ソリ） で罐齊號 (Arachnida 1,……という風じな つてい る）の 順を じ 
ホに褐げる0 

A. 2 サクリモドキ Typopeltis stimpsonii (Wood) 孕罕鹿巧烏縣大島郡 
十 島が平轟昭辛口 7 年 8 巧 1 日 ホ井驅彥巧採集 

ん3 問よ 9 啼育していた幼巧卜數匹も--緖じ保巧されてある產地を 

の他總ベて A. 2じ同じ 

ん4 同お 3 鹿巧鳥縣川邊郡笠砂が昭が10年 S 丹笠砂尊常高等 小擧 
校生徒；捧樂 

A. 5 ネヨクトウサソリ Buthus martensii Karsch 军あび巧生 2 ヒ京 

昭和11年 

A. 6 同上 $ i 樂縣駐屯隊兵舍昭が 11 年 8 巧 20 目 

A.7 同上幼生產地同上昭か 11 年 S 巧 10H 

A . 8 サソリモドキ 9 海南幕輸林駐屯巧附近昭禾口14年3巧 

A. 9 ヒ / モトサソリ Lvchas mucronatus (Fabricius) 2 個体海南島靖 

が14年3月 

A. 10 同上，9海南島昭和14年3巧山添武官傳敵 

A . 11 同上づ個体海南農輸が駐屯所附近昭が14年3巧山添武官傳献 

A . 12 キヨクトウサソリ9 9關棄娜旅順撰珠礁昭本目14年8巧お日 

A. 14 カネグロ サソリ Heterometrus longimanus petersii (Thorell) 9 佛 

齊即度定那ホナンテン附近昭ネロ16年8丹10日 大柿部險採集 

A. 10 マダラサソリ Isometrus europaeus rLinne) 9 南洋サイバン島 

12 サソリモドキの新產地 

サソリではないがこの報吿の最後に附錄としてサソリモ r キのことを記す0 
この奇怪な葵の arachnid の本邦內じがけるみか狀況じ關しては本誌 vo し v，no, 
2 (1940) じ褐过うのむ:崎敎授の「去ソリモドキのみホ J が玻も詳しいも のである0 
然るに上記を概擧録硏究術こ藏される A* 4 •(ろ1体）という標本は鹿巧鳥縣川 
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邊部を破村で笠祁肆常爲等小擧校生徒の採集したもので，罔じ薩摩半島川邊郡 
でも 旣知の產地よ b 更におじ當る〇1新產地である（黑丸じて示ず ）0 

みに1932年5同下がむ:崎 t 弟 
S ， 朝比奈ぉ二郞，加納六 
眞も長が川に中帳猛教平 
島議を諸氏ほ大隅半島南部 
じもとして昆蟲採集の娘を 
試み色々と梭らしい穗類を 
採獲されたが遂にサソリモ 
卜•キを發を，‘弓が0巧が幼巧 
11巧程の採集に成て力（嚴初 
じをつけたのは中根巧であ 
るという），な崎*朝比奈 • 
加納3巧:は夫々生かして 
持ら這蒂られた0私はな崎敎 
釋からその巧4極を頂くこ 
とが巧ホたがこれらは大隅 
半嵩じがける最初の採集例 
で（圖に黑丸をなて示ず）， 
これを生かした儘わざわざ 
東京までぉ持ち下さつたな 
崎敎授の御親切に深き謝意 
を表明するみ第である。同 
巧の談じ據れば大隅半烏で 
もほ南端の肝權郡が.多旧 r 
尾波瀬だけで見つか他所 
ではかして見ることがなか 
つた；をこの海岸からごく 

が2鹽サソリモドネの夕巧略圆黑ぃ部を（地おに梓を附チ）は藻地を示す•江 
.晦敎授原频に新產地2地点をかう（黑丸にて示す） 
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近い岩茄樣の所でをつけた山0 4巧の內2 S さはをきていたので暫く歸育する 
ことがり I ,ホた0をきたのは私には始めてであつたので大いに橋快であつた 0 4 
匹の內3证は成熟 L た S でもう1匹は幼生で？と考えられる0之等のうら缺潰 
の少い1ろにつき測をしたら体長36,背甲長16,背甲幅 10. 腹部長20,腹部幅 
ん尾狀附勝树長 44 +X (29 節まで貸:えられるがそれから化は巧携），第1步脚 
腿節辰12.阔膝輕節長16,间號部長14,间駭節長:12であつた。ホ時は/ホ体では 



第3圆尾波瀬の洞窗ク遂にサソリモドキを見つけた一行.中央は最初の採 
集を中根助敎授.左手に]匹を持つての記念:撮影.その左方は江晦 
敎授.ホば平島義を巧.（加納六郞傅±撮影を贈） 


背面觀は誠に黑い〇尾狀附镇询のみホ黑く第1步脚辩節も多みホホがをる〇永 
く液浸にした標本では背前も腹厨も著しく栗ホをを星するのである0朝比奈巧 
の 持ち歸られたのは3巧が籍れ2脚:幼を）を飼育中でお手の物の チヤハ•ネコ•ネ 
プリを與えておられる0加納巧が飼育しておられたのは6巧12日に貨い受けた 
が御芳志に深く御禮申し上げる0 



